
                     
 

第 328 号（令和６年(2024 年)１月 24日） 
  

     信州の山岳遭難現場と全国の登山者をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
この通信は長野県の山岳地域で発生した遭難事例をお伝えし、「安全登山」のための情報

提供をしています。（詳細は以下のとおり） 

 

天気・防災情報 https://www.jma-net.go.jp/nagano/ 

信州 山のグレーディング https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/gure-dexingu.html

を確認し万全の準備で入山を！ 

島崎 三歩 
特別隊員  

長野県警山岳安全対策課からのワンポイントアドバイス  

1月 3週は、2件の死亡遭難を含む 3件の山岳遭難が発生しました。 

死亡遭難は、悪天候によりホワイトアウトして下山方向を誤ってしまったり、行動に大幅に時間が掛

かり日没を迎え夜間行動となってしまったことや、仲間とはぐれてしまったことなど、様々な条件が重な

って遭難してしまったものです。 

今回の遭難のように、登山やバックカントリーにおいては常にリスクが付き物です。行動中にどのよう

なリスクやアクシデントが起こり得るのか、事前にイメージしておくことが大切です。 

パーティ登山は、単独登山と比べてアクシデントやトラブルに遭遇した場合には、仲間の助けを借り

ることができるため対処がしやすく、判断に悩んだ場合に他人の意見等を聞けるなど多くのメリットがあ

ります。しかし、互いに別行動となってしまえば単独登山と同様のリスクが伴います。複数人で入山した

場合は、仲間とペースを合わせたり、視界不良等ではぐれないように、下山するまで一緒に行動しまし

ょう。 

本年に入り、既に 4件の死亡遭難が発生しています。 

登山は、リスクを伴うアクティビティです。下山するまで気を抜かず、安全登山でお願いします。 

～スキー場及びバックカントリーエリアにおける日本人向け安全啓発動画～ 

長野県山岳総合センター啓発動画の公開 

https://www.youtube.com/channel/UCSTvad9L9XOFPUmGoA27ucw 

・「スキー場編」約５分間（日本語） 

長野県内のスキー場利用の注意点など 

 

・「バックカントリー編」約５分間（日本語） 

バックカントリースキーの魅力とリスク、安全に楽しむ方法など 

～山岳遭難の現場から Mountain Rescue File №1～ 

今回は、昨年 12 月 25 日に八ヶ岳連峰で発生した遭難を題材に、登山中のリスク対策や事前 

準備の重要性について皆さんに考えていただきたいと思います。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/mountain_rescuefile.html 長野県警察 山岳情報 

https://www.yamakei-online.com/yama-ya/detail.php?id=2961 山と溪谷オンライン 編集・転載 

https://yamahack.com/6030 YAMA HACK 編集・転載 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/gure-dexingu.html
https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/gure-dexingu.html
https://www.youtube.com/channel/UCSTvad9L9XOFPUmGoA27ucw
https://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/mountain_rescuefile.html
https://www.yamakei-online.com/yama-ya/detail.php?id=2961
https://yamahack.com/6030


発生状況：  

日付 場所 
性

別 

年

齢 
死傷別 態様 概要 

1 月 15日 北アルプス 

八方尾根 

男 49 無事救出 その他 4人パーティで入山し、バックカントリーを滑走

中、悪天候により行動不能。 

1 月 15日 北アルプス 

八方尾根 

男 52 死亡 不明 4人パーティでバックカントリーを滑走中、下

山途中に何らかの原因により遭難し、行方不

明。（1月 20日に南股入付近の沢で発見） 

1 月 16日 八ヶ岳連峰 

赤岳 

男 49 死亡 不明 2人パーティで入山し、赤岳山頂から下山

中、同行者とはぐれて行動していたところ、何

らかの原因により行方不明。（1月 19日に発

見） 

 

令和６年(2024 年)中の山岳遭難発生状況（令和６年(2024 年)1月 1日～1月 21日） 

区分 発生件数 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 内）死傷者 

令和６年(2024 年) 14 4 0 4 8 16 8 

内）バックカントリー 5 2  1 2 5 3 

内）単独登山 2    2 2 0 

令和５年(2023年) 11 1 2 6 6 15 9 

前年同期比 ＋3 ＋3 －2 －2 ＋2 ＋1 －1 

内）バックカントリー ＋3 ＋2 －2 ＋1 ＋1 ＋2 ＋1 

内）単独登山 －2 －1 ±0 －2 ＋1 －2  －3 

 

■山域別発生状況（令和６年(2024 年)1月 1日～1月 21日） 

区分 件数 件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

北アルプス 

槍穂高 0 0.0% 0 0 0 0 0 

後立山 7 50.0% 3 0 1 4 8 

その他 0 0.0% 0 0 0 0 0 

計 7 50.0% 3 0 1 4 8 

中央アルプス 1 7.1% 0 0 0 2 2 

南アルプス 0 0.0% 0 0 0 0 0 

八ヶ岳連峰 6 42.9% 1 0 3 2 6 

その他の山岳 0 0.0% 0 0 0 0 0 

計 14   4 0 4 8 16 

 

 



■態様別発生状況（令和６年(2024 年)1月 1日～1月 21日） 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

転・滑落 2 14.3% 0 0 2 0 2 

転倒 2 14.3% 0 0 2 0 2 

病気 1 7.1% 0 0 0 1 1 

道迷い 2 14.3% 0 0 0 3 3 

落石 0 0.0% 0 0 0 0 0 

雪崩 2 14.3% 2 0 0 1 3 

落雷 0 0.0％ 0 0 0 0 0 

疲労凍死傷 1 7.1% 0 0 0 1 1 

不明・他 4 28.6% 2 0 0 2 4 

計 14   4 0 4 8 16 

 

■男女別・年齢別比率（令和６年(2024 年)1月 1 日～1月 21日） 

区分 

男性 (人) 女性 (人) 男女計 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

人

数 
比率 

19歳以下 0 0 0 0 0 

5 

45.5% 

0 0 0 0 0 

0 

0.0% 

0 

5 

31.3% 
20代 0 0 1 2 3 0 0 0 0 0 3 

30代 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 2 

40代 2 0 0 3 5 6 

54.5% 

0 0 0 1 1 5 

100.0% 

6 11 

68.8% 50代 1 0 0 0 1 0 0 3 1 4 5 

60代 0 0 0 0 0 0 

0.0% 

0 0 0 0 0 0 

0.0% 

0 0 

0.0% 70以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 4 0 1 6 11   0 0 3 2 5   16   

比率 68.8% 31.3%   

 

内容は長野県警察本部の発表時点のものです。 

 

 

＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

＊本通信に関するご質問・ご意見は「長野県観光部山岳高原観光課」mt-tourism@pref.nagano.lg.jp
までお寄せください。 


